






要約:当院における過去約 5年間の早産例(妊娠 22 週以降 35 週未満)のうち,多胎・子宮内

胎児死亡・奇形等を除いた自然早産例について児の入院中の予後を調査したところ,ハイ

りスク児の発生は妊娠 30 週前後が clitical polnt であることが確認された.分娩時に胎

盤を組織学的検索に提出した結果,前期破水の直後に早産した例の 60.0%,切迫早産より早

産と

なった例の 37.5%に絨毛羊膜炎(chorioamnionitis ＝CAM)を伴っていた. CAM が確認され

た早産の場合,(1)多くが 28 週以前の早産となり, (CAM を伴わない早産に比べ有意に分娩

週数が早い.(2)入院後分娩に至るまての日数が,(CAMを伴わない例に比べ短い傾向がある,

などの特徴があり,早産予防の見地からCAM 対策の重要性が確認された.


